
【２学期を迎えて】
皆さんは夏休みをどのように過ごしましたか。終業式では、『４２日間の夏休み、この時

だからこそ実行できることに何かチャレンジして下さい。くれぐれも、ただ何となく終えて
しまった夏休みとならないようにしましょう。』と話をしましたが、何かにチャレンジでき
ましたか？頑張った人はその成果を、頑張れなかった人はその反省を糧に、今日からまた新
しい短期目標を立てて頑張りましょう。まずは次の２点について、実行しましょう。
①生活のリズムと気持ちの切り替えをする。
・『早寝・早起き・朝ご飯』を実行し、生活のゆるみを引き締める。
・今日できることは、今日中にする。何事も先延ばしにしないこと。

②心構えを新たにする。
・２学期は、体育大会や合唱コンクール、文化発表会と、大きな行事が続きます。仲間
とともに成し遂げる喜びを味わい、自分自身を成長させるために頑張って欲しい。そ
して、“力一杯取り組むことのカッコ良さ”を見せてください。

・３年生は、学期末には具体的に“どの高校を受検するのか”を決めなければなりませ
ん。十分な学力が付いていなければ、希望する高校には合格できません。『学問に王
道なし』といいます。授業を大切にし、毎日こつこつ勉強することしか学力を高め
る方法はありません。怠け者にはこれが出来ませんから、怠け者に進路は保障され
ません。“まじめ”こそ学力を身につける大前提なのです。また、学習は習慣にな
ると苦痛ではなくなります。学習習慣を身につけて、学力ＵＰをめざしましょう！
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【共感するということ】
人は、人のために何かをするように創られて

いると思う。人は誰かの気持ちに共感を覚え、
何かしてあげたいと思う優しい気持ちを持って
いる。たとえば、大津波被害、原発被害に遭い、
いまなお避難所生活を余儀なくされている人た
ちに、“何か自分に出来ることがあればやりた
い”と思わない人はいない。しかしながら、先
日公表された文科省調査報告によると、３年連
続減少傾向にあった全国の“いじめ”発生件数
が、２２年度は増加に転じたという。人が本来
持っている共感する気持ちが失われてきたとは
思わない。多くの人々は、いじめられている人
の気持ちに共感を覚えることができる人たちで
あるし、いじめを許さない気持ちを持っている
人たちなのだ。なのになぜ“いじめ”が増加し
ているのだろうか・・。 さて皆さんは、どう
思いますか？自分自身を振り返りながら、考え
てみて下さい。答えが見つからなくても考えて
みることが大切なのです。振り返りの中で“意
地悪な自分”が時々いたことに気づいた人は、
素直な心の持ち主です。人として、
辛い気持ちに共感し、より添う心
を失いたくないね。“いじめ”な
んかあってはならないのだ。

【校長先生のつぶやき】
この夏は、電力不足だから冷房の設定温度を

上げろだとか、照明を減らせだとか、節電節電
と何かと騒がしい夏だった。私たち庶民の家庭
では、節約のために以前からやっているような
ことを政府や電力会社、マスコミなどが『お願
いです』と声高に言い、『停電になると大変なこ
とが起こる』と不安を煽る。一方電機メーカー
は、“消費電力の少ないエコな製品に買い換えま
しょう”と、盛んに宣伝している。地デジ化で、
まだ映るテレビを強制的に買い換えさせられた
のに、今度はクーラーも冷蔵庫も買い換えるべ
きなのか？モッタイナイ。ところで、現在“被
災地復興・原発・放射能・株価下落・円の高騰
・総理大臣を巡る政治の空転”等々、課題山積
だが、私は政治家や評論家、コメンテーター達
の原因分析や責任追及ばかりの議論（空論？）
に腹が立つ。一刻も早くすべきことが他にある
ように思う。今、この国の将来に対する希望を、
私たちに示せる政治家が、果たしている
のだろうかとさえ思う。先行き不透明な
時代こそ、大局を見据え、地に足をつけ
た確かな一歩一歩を歩みたいね。

【保護者の皆様へ】
長い夏休み、子ども達はご家庭でどのように過ごしておりましたでしょうか。楽しく元

気に伸び伸びと・・でも勉強は少し・・というところでしょうか。ところで、服装や髪型
については、以前の乱れた状態から皆様のご理解・ご協力を得て、少しずつ改善されてき
ました。２学期からは、通学靴についても本来の『白を基調とする運動靴』に戻す指導を
行いたいと考えています。ファッション性の高いデザインや配色の靴（タウンシューズ等）
は、中学生が登下校や体育の時間に使用する靴として、機能面からもふさわし
くありません。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。この指導につきま
して、ご意見等がございましたら、校長までご連絡を下さい。


